
福島第１原発・正門周辺の
大気中の環境放射線量
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短
日
の
ふ
ら
い
ぱ
ん
と
ふ
飯
屋
か
な

七
田
谷

ま
り
う
す

ネットで調べたら、千葉市に「ふ

らいぱん」というレストランがあ

った この句 その店かもしれない

が、短日にあってほしい飯屋の名

前、それが ふらいぱん だ、と読

みたい。 とふ は～という、季語

「短日」は日中の短い冬の日であ

る。句集「通奏低音」（角川学芸

出版）から引いたが、「花八手む

かし日暮れに糸電話」もまりうす。

■中国艦６隻が沖縄沖通過

防衛省統合幕僚監部は 日、中国軍の

ミサイル駆逐艦など６隻が 日午後９時

半ごろ、沖縄本島と宮古島の間の海域を

太平洋から東シナ海に向け通過したと発

表した。領海への進入はなかった。

■エコワンＧＰに青森と岩手の２校

高校生の優れた環境活動を表彰し、交

流を図る「第３回エコワングランプリ」

（イオン１％クラブ主催、毎日新聞社共

催、内閣府など後援）の最終審査・表彰

式が 日、東京都内で行われた‖写真。

内閣総理大臣賞には、青森県立名久井農

業（普及・啓発部門）、岩手県立遠野緑

峰（研究・専門部門）の２校が選ばれた。

全国109校が応募し、最終審査には全

国７ブロックから両部門に代表計 校が

出席。作家で探検家のＣ・Ｗ・ニコルさ

んら審査員の前で活動の成果をプレゼン

テーションした。他の受賞校は次の通り。

▽文部科学大臣賞‖兵庫県立篠山東雲

（ベストプレゼンテーション賞も同時受

賞）▽環境大臣賞‖大阪府立園芸▽審査

員特別賞‖千葉県立成田西陵、愛知県立

豊田東、長崎県立島原農業▽イオン・エ

コの環・トライ賞‖岐阜市立岐阜商▽毎

日・エコの環・マスター賞‖東京都立つ

ばさ総合

■ビジネス甲子園グランプリ決まる

第 回全国高等学校ビジネスアイディ

ア甲子園（大阪商業大学、毎日新聞社主

催)の最終審査と表彰式が

日 東大阪市の大商大であっ

た。全国176校から8109件の

応募があり、最終審査に残っ

た８件のプレゼンテーション

の結果、カプセルタイプの携

帯用ハンドクリーナー「Ａｃ

ｌｅ」を発案した東京都立六

郷工科高３年、佐藤光さん‖

写真 ‖がグランプリに輝い

た。他の受賞者は次の通り。

〈準グランプリ〉自転車の

錠前「 しないカギ」を考えた広

尾学園中・高１年、真鍋光希さん‖同

▽風で飛ばない紙コップ「フンバルンバ

！」を作った愛知県立豊橋工業高３年グ

ループ「橋工 」(代表・

小出和輝さん‖同 、星野武朗さん、小

瀬木柊一郎さん）〈審査員特別賞〉北海

道富良野緑峰高２年グループ「短パンこ

ぞう」（代表・相沢拓弥さん、海馬沢永

さん）▽大阪府立貝塚高３年グループ「コ

ロコロし隊」（代表・北村日向子さん、

伊佐治央子さん）▽大阪府立八尾北高１

年、喜多光瑠さん▽大阪商業大学高２年、

西田賢司さん▽岡山県立岡山東商業高３

年、物部祐季さん
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日正午現在1.172㍃ 毎時
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数値は東京電力のホームページから抜粋

前日は1.150㍃ 毎時
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気温と湿度 日

(

)

最高は 時まで、最低は前日 時か
ら９時まで。天気・湿度は 時現在

東京
札幌
青森
盛岡
仙台
秋田
山形
福島
前橋
宇都宮
水戸
銚子
熊谷
横浜
長野
新潟
甲府
静岡
名古屋
大阪
広島
福岡
鹿児島
那覇

最高(平年) 最低(平年)湿度
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12.712.2 1.9 3.9 32 晴
-3.1 2.1-4.6-4.0 70
-1.0 4.7-2.1-1.3 77 曇
-1.1 4.7-4.6-2.3 85
5.1 8.5-0.8 1.1 88
1.3 6.0-0.6 0.2 44 曇
1.5 6.6-2.3-0.5 94
4.2 8.8-1.7 0.9 63 曇
11.611.7 0.3 2.1 45 曇
10.710.9-2.1 0.1 33
11.011.6-0.7 0.6 36 晴
12.012.8 4.0 5.8 45快晴
12.412.1-0.4 1.9 20 晴
11.912.6 3.6 5.2 42快晴
2.0 7.1-0.6-1.2 93
2.0 8.9-0.4 2.9 80
10.711.4-1.7 0.2 25 晴
10.114.2 4.9 4.4 34快晴
10.011.8 2.8 3.4 51 晴
9.212.5 4.8 5.4 40 晴
6.912.4 1.9 3.9 41 晴
9.012.7 6.8 5.8 47 曇
9.015.4 5.5 6.9 87
17.921.516.116.6 51 曇

■認知症110番

毎日新聞社と認知症予防財団の電話相

談「認知症110番」（協力・アメリカン

ファミリー生命保険会社）は、今週は

日（月）と 日（木）の ～ 時。電話

は0120・654874。

また財団と提携する順天堂大学医学部

精神医学教室の医師による認知症相談室

も開設中。順天堂大学に直接ではなく、

上記フリーダイヤルで予約。患者を直接

診察していないので、診断、投薬などの

指示はできないが、認知症一般の医学的

相談に回答することで、本人と家族の理

解を深め、不安の軽減に努める。

■皇后さま、ベルギーから帰国

ベルギーのファビオラ元王妃の国葬に

参列された皇后さまは政府専用機でブリ

ュッセルをたち、 日午後、羽田空港に

到着した。空港ではベルギー大使夫妻や

風岡典之・宮内庁長官らが出迎えた。皇

后さまは一人一人にあいさつをし、車に

乗り込んだ。元王妃はフィリップ現国王

の伯父で２代前の国王だった故ボードワ

ン１世の妃。天皇、皇后両陛下は元国王

夫妻と長年、親交があった。

■漫画家の大友克洋さんに仏勲章

世界的クリエーターで漫画家の大友克

洋さん( )‖写真‖がフラン

ス政府から芸術文化勲章オフ

ィシエ（士官）を贈られ、東

京都港区のフランス大使公邸

で 日、授与式が行われた。大友さんは

「やってきたことは間違いではなかった

のかなという気がしている。一緒に働い

てきたスタッフにも感謝したい」と喜び

を語った。

ポールベルトラン・バレッツ臨時代理

大使は、大友さんの代表作「ＡＫＩＲＡ」

「童夢」などが「フランスの読者に大き

なインパクトを与えた」とし、小津安二

郎監督の映画「秋刀魚の味」にかけ「『マ

ンガの味』を知らしめた」とたたえた。

このほか、絵本作家いわむらかずおさん

( )、作家平野啓一郎さん( )、フラン

ス文学者水林章さん( )がシュバリエ

（騎士）を受章した。

日
本
で
若
者
の
投
票
率

ア
ッ
プ
を
訴
え
る
学
生
団

体
｢
ｉ
ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
｣
の
関
西

支
部
代
表
で
、
京
大
大
学

院
生
の
徐
東
輝
さ
ん
(

)

と
、
香
港
駐
在
の
会
社
員
、

長
谷
川
ち
か
さ
ん
(

)
が

発
案
。
香
港
大
３
年
の
柴

田
奈
々
さ
ん
(

)
と
箕
田

直
人
さ
ん
(

)
が
デ
モ
隊

の
最
大
拠
点
だ
っ
た
香
港

島
の
金
鐘
（
ア
ド
ミ
ラ
リ

テ
ィ
)
で
取
材
し
た

動
画
の
中
で
、
香
港
の

若
者
た
ち
は
「
日
本
の
人

々
に
と
っ
て
民
主
主
義
は

当
た
り
前
の
も
の
か
も
し

れ
な
い

で
も

香
港
の
人

々
は
闘
わ
な
け
れ
ば
手
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

「
未
来
は
あ
な
た
の
も
の
。

他
の
誰
か
に
決
め
て
も
ら

う
の
で
は
な
く
、
あ
な
た

自
身
が
決
め
て
」
と
投
票

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

香
港
で
は
２
０
１
７
年

に
直
接
選
挙
で
次
期
行
政

長
官
を
選
ぶ
方
針
だ
が
、

中
国
が
決
め
た
選
挙
制
度

で
は
民
主
派
は
事
実
上
、

立
候
補
で
き
な
い
。
学
生

ら
は
「
真
の
普
通
選
挙
」

を
求
め
て
幹
線
道
路
な
ど

を
占
拠
。
香
港
当
局
は
今

月

日
、
金
鐘
の
デ
モ
隊

の
強
制
排
除
に
踏
み
切
っ

た
。ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
専
攻

の
柴
田
さ
ん
は
「
日
本
の

若
者
の
低
い
投
票
率
を
伝

え
る
と
驚
く
人
が
多
か
っ

た
。
香
港
の
若
者
の
声
を

届
け
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
動
画
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ

（

4

）
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。

香港デモ参加者が呼びかけ

「民主選挙当然ではない」

世
代
間
格
差
深
刻

専
門
家
ら
「
棄
権
の
コ
ス
ト
知
っ
て
」

若
い
世
代
の
投
票
率
低

下
で
、
選
挙
の
正
統
性
が

揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
や
若
者
に
広
が
る
政
治

的
無
関
心
で
、
２
０
１
２

年
衆
院
選
で

代
の
投
票

者
数
は

代
の
２
・
５
倍

に
拡
大
。
政
治
が
若
年
層

の
声
を
聞
か
ず
、
高
齢
世

代
偏
重
に
陥
る
「
シ
ル
バ

ー
民
主
主
義
」
の
懸
念
が

広
が
っ
て
い
る
。

「
高
齢
者
と
若
者
の
経

済
格
差
は
拡
大
す
る
ば
か

り
だ
」
。
学
生
た
ち
の
そ

ん
な
意
見
を
踏
ま
え
、
高

齢
化
の
経
済
へ
の
影
響
を

研
究
す
る
吉
田
浩
・
東
北

大
経
済
学
部
教
授
は
、
新

規
国
債
発
行
額
や
公
費
負

担
額
と
過
去
の
国
政
選
挙

投
票
率
の
相
関
を
調
べ
、

「
投
票
棄
権
の
コ
ス
ト
」

を
求
め
よ
う
と
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
１
度
の
国

政
選
挙
で
「
若
年
世
代
」

（

歳
未
満
）
の
投
票
率

が
１
％
下
が
る
と

｢
高
齢

世
代
」
（

歳
以
上
）
に

比
べ
、
１
人
当
た
り
年

万
５
０
０
０
円
の
負
担
増

｜
｜
と
は
じ
き
出
さ
れ

た
。
「
政
治
家
が
投
票
率

の
高
い
世
代
を
優
遇
す
る

可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
」
と
吉
田
氏
は
指
摘

｢
一
種
の
政
治
不
参
加
へ

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー（
罰
金
）

だ
」
と
警
告
す
る
。
若
い

有
権
者
の
絶
対
数
を
増
や

そ
う
と
、
選
挙
権
年
齢
を

歳
か
ら

歳
に
引
き
下

げ
る
公
職
選
挙
法
改
正
案

が
先
月
、
国
会
に
提
案
さ

れ
た
が
解
散
で
廃
案
。

日
本
学
術
会
議
の
研
究

で
は
、
衆
院
選
の
全
体
の

投
票
率
と

代
投
票
率
の

差
は
広
が
り
続
け
、
１
９

６
７
年
の
７
㌽
か
ら

年

は

㌽
に
拡
大
し
た
。
投

票
者
の
平
均
年
齢
は
今
は

推
定

代
後
半
だ
が
、

年
に
は

歳
に
達
す
る
と

の
試
算
も
あ
り
、

歳
に

引
き
下
げ
る
だ
け
で
は
世

代
間
格
差
は
埋
ま
り
そ
う

に
な
い
。

「
も
は
や
投
票
啓
発
で

は
世
代
間
の
公
平
性
を
保

て
な
い
」
と
し
て
、
選
挙

制
度
を
改
革
す
べ
き
だ
と

の
声
も
出
て
い
る
。
経
済

放
置
許
さ
れ
な
い

学
者
の
青
木
玲
子
・
九
州

大
副
学
長
は
、
親
に
子
供

の
数
だ
け
投
票
権
を
与
え

る
選
挙
制
度
が
必
要
だ
と

訴
え
る
。
制
度
を
実
施
す

る
国
は
な
い
が
、
青
木
氏

は
「
高
齢
化
率
世
界
一
の

日
本
こ
そ
、
子
供
た
ち
の

声
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み

を
検
討
す
べ
き
だ
」
と
話

す
。

【
本
多
健
】

小
黒
一
正
・
法
政
大
准

教
授
（
公
共
経
済
学
）
の

話

安
倍
晋
三
首
相
は
解

散
に
つ
い
て
、
米
独
立
戦

争
の
有
名
な
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
代
表
な
く
し
て
課
税
な

し
」
を
引
き
、
消
費
増
税

の
延
期
を
問
う
た
め
と
し

た
。
本
国
の
英
議
会
に
代

表
を
送
れ
な
か
っ
た
米
植

民
地
の「
増
税
す
る
な
ら
、

議
会
に
参
加
さ
せ
よ
」
と

い
う
主
張
が
本
来
の
意
味

で
、引
用
自
体
が
誤
り
だ
。

代
表
者
を
国
会
に
出
せ

ず
、
過
重
な
負
担
を
押
し

付
け
ら
れ
る
選
挙
権
の
な

い
将
来
世
代
の
こ
と
を
言

う
の
な
ら
分
か
る
。
生
涯

の
受
益
総
額
と
負
担
総
額

の
差
を
調
べ
る
と
、
今
の

祖
父
世
代
に
比
べ
孫
世
代

は
１
億
円
も
損
を
す
る
。

こ
ん
な
世
代
間
格
差
を
放

置
し
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委

員
会
は

日
、
歴
史
的
な

建
物
や
景
観
の
保
存
に
貢

献
し
た
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東

京
駅
・
丸
の
内
駅
舎
の
修

復
を
主
導
し
た
京
都
工
芸

繊
維
大
大
学
院
の
田
原
幸

夫
特
任
教
授
(

)
と
、
日

本
庭
園
の
管
理
に
取
り
組

む
文
化
財
庭
園
保
存
技
術

者
協
議
会
（
京
都
市
）
に

「
日
本
イ
コ
モ
ス
賞
」
を

授
与
し
た
。

同
委
員
会
は
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
諮
問
機
関
、
国
際

記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ
コ

モ
ス
）
の
国
内
組
織
で
文

化
財
の
専
門
家
が
構
成
、

世
界
文
化
遺
産
の
審
査
に

関
わ
っ
て
い
る
。
賞
は
本

年
度
に
創
設
し
た
。

田
原
氏
は
２
０
０
３
〜

年
、
赤
れ
ん
が
の
駅
舎

を
創
建
当
初
の
姿
に
復
元

す
る
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
。
意
匠
や
材
料
、

技
法
を
正
確
に
再
現
し
国

重
要
文
化
財
の
価
値
を
守

り
つ
つ
、
安
全
性
や
機
能

強
化
を
実
現
し
た
。

文
化
財
庭
園
保
存
技
術

者
協
議
会
は
、
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

平
城
宮
東
院
庭
園
（
奈
良

市
）
な
ど
の
維
持
管
理
に

貢
献
し
た
。

ま
た
同
委
員
会
は
若
手

研
究
者
を
表
彰
す
る
「
日

本
イ
コ
モ
ス
奨
励
賞
」
を
、

建
造
物
保
護
の
歴
史
の
著

作
を
ま
と
め
た
清
水
重
敦

京
都
工
芸
繊
維
大
大
学
院

准
教
授
(

)
に
贈
っ
た
。

未
来
は
若
者
の
も
の

初
代
の
日
本
イ
コ
モ
ス
賞

東
京
駅
修
復
主
導
教
授
ら

【
上
海
・
隅
俊
之
】
民
主
的
な
選
挙
制
度
を
求
め
て
学
生
ら
が
２
カ
月
以
上

も
道
路
占
拠
を
続
け
た
香
港
で
、
日
本
人
留
学
生
ら
が
デ
モ
に
参
加
し
た
現
地

の
若
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

日
に
衆
院
選
の
投
開
票
を
控
え
た
日
本
の
若

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
動
画
に
ま
と
め
た
。
デ
モ
参
加
者
ら
は
「
民
主
主
義
は

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
」
「
未
来
の
た
め
に
投
票
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

動
画
の
中
で
日
本
の
若
者
に
投
票
を

呼
び
か
け
る
香
港
の
若
者
‖
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
よ
り

香
港
・
金
鐘
で
柴
田
さ
ん

（
左
）
の
取
材
を
受
け
る
香
港
の
若
者

（
右
）
‖
箕
田
さ
ん
提
供

学
生
ら
討
論
や
模
擬
投
票
京
都

衆
院
選
の
投
票
日
を
前

に
、
京
都
市
北
区
の
立
命

館
大
の
学
生
ら

人
が
野

口
雅
弘
・
法
学
部
教
授

(

)
の
呼
び
か
け
で
、
選

挙
へ
の
思
い
を
率
直
に
語

り
合
っ
た
。
野
口
氏
は
「
棄

権
し
た
り
、
投
票
先
を
決

め
る
際
に
周
り
に
流
さ
れ

た
り
す
る
学
生
が
多
い
。

自
分
な
り
の
投
票
基
準
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
」
と
語
る
。

「
投
票
は
面
倒
臭
い
」

「
１
票
で
何
が
変
わ
る
の

か
」
と
後
ろ
向
き
な
意
見

も
出
た
が
、
各
党
の
公
約

を
初
め
て
読
ん
だ
と
い
う

学
生
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

以
外
に
も
争
点
は
た
く
さ

ん
あ
る
ん
だ
と
気
づ
い

た
」と
発
言
。他
に
も
「
就

職
を
控
え
、
労
働
環
境
が

心
配
」
「
将
来
、
年
金
を

も
ら
え
る
の
か
。
福
祉
は

高
齢
者
の
問
題
と
は
限
ら

な
い
」
な
ど
学
生
た
ち
の

気
づ
き

が
あ
っ
た
。

選
挙
で
物
事
が
変
わ
っ

た
経
験
が
乏
し
い
と
い
う

法
学
部
３
年
の
織
田
妃
美

さ
ん
(

)
は
、
「
い
つ
ま

で
も

お
客
様
気
分

で

い
い
の
か
。
若
者
は
投
票

に
行
か
ず
真
剣
に
考
え
な

い
か
ら
、
大
人
に
な
め
ら

れ
て
い
る
」と
発
言
し
た
。

一
方
、
京
都
府
宇
治
市

の
立
命
館
宇
治
高
校
で
２

年
生
の
一
部
が

日
、
毎

日
新
聞
の「
え
ら
ぼ
ー
と
」

を
用
い
て
模
擬
投
票
を
実

施
し
た
。え
ら
ぼ
ー
と
は
、

衆
院
選
候
補
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
と
同
じ

の
質
問
に

答
え
る
と
自
分
が
ど
の
政

党
や
候
補
に
近
い
か
数
値

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
ネ

ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
。

生
徒
は
え
ら
ぼ
ー
と
を

参
考
に
、
比
例
代
表
で
政

党
に

１
票

を
投
票
。

杉
浦
真
理
教
諭
は
「
政
治

リ
テ
ラ
シ
ー
（
読
み
書
き

能
力
）
を
身
に
つ
け
る
第

一
歩
と
し
て
、
え
ら
ぼ
ー

と
は
優
れ
た
材
料
だ
」
と

話
し
た
。

【
斎
川
瞳
、
高
橋
哲
治
】
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